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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第131期

第２四半期連結
累計期間

第132期
第２四半期連結
累計期間

第131期
第２四半期連結
会計期間

第132期
第２四半期連結
会計期間

第131期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円）

　

11,101,012

    

13,586,9745,785,4746,580,75523,760,871

経常利益または経常損失（△）

（千円）
△66,041 988,625 91,762 338,137 974,930

四半期（当期）純利益または四半

期純損失（△）（千円）
△206,196 568,587 53,268 221,849 375,865

純資産額（千円） ― ― 15,488,27616,301,73915,811,563

総資産額（千円） ― ― 22,660,27025,188,53223,553,774

１株当たり純資産額（円） ― ― 787.79 829.17 804.24

１株当たり四半期（当期）純利益

金額または四半期純損失金額

（△）（円）

△10.48 28.92 2.70 11.28 19.12

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ― ― ―

自己資本比率（％） ― ― 68.3 64.7 67.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,176,9361,271,283 ― ― 1,880,198

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△415,870△396,596 ― ― △1,693,062

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△372,768△514,139 ― ― △383,856

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
― ― 3,283,4323,002,5322,677,950

従業員数（人） ― ― 1,183 1,234 1,198

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 1,234(695)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 501 (381)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

　
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　

前年同四半期比（％）

産業用資材（千円） 4,129,396 ―

引布加工品（千円） 1,227,918 ―

スポーツ用品（千円） 405,273 ―

合計（千円） 5,762,587 ―

　（注）１　セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２　金額は販売価額によっております。

３　上記金額には消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　セグメントの名称 受注高（千円） 　前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 　前年同四半期比（％）

産業用資材 3,918,732 ― 1,598,086 ―

引布加工品 1,102,247 ― 589,417 ―

スポーツ用品 1,321,038 ― 325,963 ―

その他 157,030 ― ― ―

　　合計 6,499,047 ― 2,513,466 ―

　（注）１　セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２　上記金額には消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

　
当第２四半期連結会計期間　
（自　平成22年７月１日
　　至　平成22年９月30日）

　

前年同四半期比（％）

産業用資材（千円） 4,031,296 ―

引布加工品（千円） 1,121,739 ―

スポーツ用品（千円） 1,270,689 ―

その他（千円） 157,030 ―

合計（千円） 6,580,755 ―

　（注）１　セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２　前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実

績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

日東商事㈱ 642,078 11.1 768,439 11.7

３　上記金額には消費税等は含まれておりません。 
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２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。
　
(1）業績の状況

当第２四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、景気については自律的回復に向けた動きも見られているも

のの、失業率は依然として高水準にありました。また、物価の動向については緩やかなデフレ傾向にあり、円高の影

響で輸出関連産業を中心に厳しい状況となりました。一方、個人消費や企業の設備投資につきましては持ち直して

いるものの、全体的には予断を許さない状況のなか推移いたしました。

このような経済状況のもとで、当社グループは、生産・販売効率の強化をはじめ、人件費の圧縮と不良率の低減を

積極的に行いました。これらの結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は65億８千万円（前年同四半期比13.7％

増）となりました。このうち、海外売上高は15億９千６百万円で売上高全体の24.3％を占めております。

損益面におきましては、営業利益は３億８千６百万円（前年同四半期比129.6％増）、経常利益は３億３千８百万

円（前年同四半期比268.5％増）、四半期純利益は２億２千１百万円（前年同四半期比316.5％増）となりました。
　
セグメントの業績は次のとおりであります。

①産業用資材

主力の工業用品部門は、エコカー減税の効果により消費マインドが上昇し自動車産業が堅調に推移したため、前

年に比べ増収増益となりました。制御機器部門については、業界全体の需要の増加が影響し、中でもレギュレータや

シリンダの売上が好調だったため、前年に比べ増収増益となりました。電気材料部門については、クロージャ用ゴム

部品の売上が好調だったものの販売費が増加したため、前年に比べ増収であったものの減益となりました。

この結果、売上高は40億３千１百万円となり、営業利益は３億９千７百万円となりました。

②引布加工品

引布部門については、トラック業界の好調に加えこれらに付随したゴム製品の販売が影響し増収増益となりまし

た。印刷材料部門については、海外での売上は伸びたものの円高基調が大きく影響し、前年に比べ増収ながらも減益

となりました。加工品部門については、救命いかだの出荷台数が減少したことにより減収減益となりました。

この結果、売上高は11億２千１百万円となり、営業利益は１千３百万円となりました。

③スポーツ用品

アウトドア用品部門では登山ブームによりシューズを始めとした登山グッズの売上が伸び、他方では円高により

海外仕入れが好転し、前年に比べ増収増益となりました。一方、ゴルフ用カーボンシャフト部門においては、シャフ

トの買換需要が減少したため、販売が伸び悩み、前年に比べ減収減益となりました。

この結果、売上高は12億７千万円となり、営業利益は７千６百万円となりました。

④その他

物流部門では、荷主からの依頼が増加したことに加え、倉庫業務が好調だったため、前年に比べ増収増益となりま

した。

この結果、売上高は１億５千７百万円となり、営業利益は１千９百万円となりました。

　

(2）財政状態

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較し、16億３千４百万円増加の251億８千８百万

円となりました。また、負債は前連結会計年度末と比較し、11億４千４百万円増加の88億８千６百万円となりまし

た。純資産は163億１百万円となり、以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の67.1％から64.7％に低下しま

した。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末に比べ６億７千４百万

円増加し（前年同四半期比19.8％減）30億２百万円となりました。
　
　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が大幅

に増加しましたが、売上債権の増減額や棚卸資産の増加額が増加に転じたこと、仕入債務の増減額が減少に転じ

たことや未払金の減少額が増加したことなどがあり、２億８千２百万円の増加（前年同四半期比65.6％減）とな

りました。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出の

減少などにより、９千１百万円の減少（前年同四半期比45.5％減）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増減額の増加など

により、５億１千４百万円の増加（前年同四半期比145.6％増）となりました。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
　
(5）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１億７百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
　
(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループを取り巻く事業環境の中で、経営成績に重要な影響を与える要因は、原材料の高騰、為替動向、販売

価格の下落、急速な技術革新への対応、環境への配慮であります。

当社グループといたしましては、これらの状況を踏まえて、購買及び生産体制の効率化によるコストダウン、為替

管理の強化や生産・販売体制の見直し、技術開発への積極的な投資、環境負荷物質を使用しない製品の開発と供給

を進めております。

今後の見通しといたしましては、円高による輸出関連産業が厳しい状況となってくると思われます。また、デフレ

の影響や雇用情勢の悪化懸念が依然として残っており、今後当社グループを取り巻く環境は依然厳しい状況が続く

ものと思われます。

このような状況のもと、当社グループは、原材料価格・為替の動向を注視しながら真のグローバル企業を目指し、

引き続き世界的規模での企業活動を続け、当社グループの企業価値を高めてまいります。

　

(7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行５行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

を締結しております。

　

(8）経営者の問題認識と今後の方針について

　経営者の問題認識と今後の方針につきましては、（6）に記載のとおりであります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。　

EDINET提出書類

藤倉ゴム工業株式会社(E01094)

四半期報告書

 8/32



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月11日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 23,446,209 23,446,209
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 23,446,209 23,446,209 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
―　 23,446,209 ―　 3,804,298 ―　 3,207,390
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（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社フジクラ 東京都江東区木場１－５－１ 47,763 20.37

三井住友海上火災保険株式会社 東京都中央区新川２－27－２　 12,492 5.32

富国生命保険相互会社　 東京都千代田区内幸町２－２－２　 9,500 4.05

資産管理サービス信託銀行株式会

社（証券投資信託口）　
東京都中央区晴海１－８－12　 6,928 2.95

藤倉化成株式会社　 東京都板橋区蓮根３－20－７　 5,698 2.43

藤倉航装株式会社　 東京都品川区荏原２－４－46　 5,152 2.19

明治安田生命保険相互会社　 東京都千代田区丸の内２－１－１　 4,778 2.03

日東商事株式会社　 大阪府大阪市北区西天満４－12－５　 4,500 1.91

中央三井信託銀行株式会社　 東京都港区芝３－33－１　 4,180 1.78

株式会社りそな銀行　 大阪府大阪市中央区備後町２－２－１　 3,690 1.57

計 － 104,681 44.64

　（注）１　所有株式数につきましては百株未満を切り捨てて表示しております。

　　　　２　上記のほか、自己株式が37,860百株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 3,786,000 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　19,641,300 196,413 ―

単元未満株式 普通株式　　　18,909 ―
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 23,446,209 ― ―

総株主の議決権 ― 196,413 ―

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権30個）

　含まれております。

　　　２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式55株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

藤倉ゴム工業株式会社

東京都品川区西

五反田２－11－

20

3,786,000　― 3,786,000 16.14

計 ― 3,786,000　― 3,786,000 16.14

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 390 390 365 353 358 344

最低（円） 358 327 326 324 315 304

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,638,843 3,780,254

受取手形及び売掛金 7,208,043 7,088,289

有価証券 300,627 －

商品及び製品 1,371,664 1,145,785

仕掛品 1,835,956 1,556,792

原材料及び貯蔵品 384,622 464,938

繰延税金資産 280,573 306,622

その他 528,912 535,358

貸倒引当金 △15,508 △13,933

流動資産合計 15,533,736 14,864,108

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,496,141 1,603,436

機械装置及び運搬具（純額） 2,047,822 2,312,008

土地 2,641,094 2,630,020

建設仮勘定 1,633,192 39,825

その他（純額） 263,130 271,313

有形固定資産合計 ※
 8,081,381

※
 6,856,604

無形固定資産 101,460 113,664

投資その他の資産

投資その他の資産 1,491,195 1,744,473

貸倒引当金 △19,241 △25,075

投資その他の資産合計 1,471,954 1,719,397

固定資産合計 9,654,796 8,689,666

資産合計 25,188,532 23,553,774

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,491,460 2,071,964

短期借入金 2,885,060 2,558,372

未払法人税等 404,071 358,672

賞与引当金 299,793 301,658

その他 1,969,274 754,063

流動負債合計 8,049,660 6,044,731

固定負債

長期借入金 － 785,969

繰延税金負債 141,644 248,189

退職給付引当金 472,176 509,353

環境対策引当金 40,430 －

その他 182,881 153,967

固定負債合計 837,132 1,697,479

負債合計 8,886,793 7,742,210
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,804,298 3,804,298

資本剰余金 3,230,719 3,230,719

利益剰余金 10,750,998 10,280,712

自己株式 △1,556,389 △1,556,352

株主資本合計 16,229,627 15,759,378

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 108,789 181,991

為替換算調整勘定 △36,677 △129,805

評価・換算差額等合計 72,111 52,185

純資産合計 16,301,739 15,811,563

負債純資産合計 25,188,532 23,553,774
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 11,101,012 13,586,974

売上原価 8,867,255 10,213,210

売上総利益 2,233,756 3,373,763

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 154,190 191,580

給料及び手当 760,445 765,104

賞与引当金繰入額 82,610 85,106

退職給付費用 74,189 64,087

減価償却費 46,318 50,460

開発研究費 183,096 185,847

その他 942,023 962,135

販売費及び一般管理費合計 2,242,874 2,304,321

営業利益又は営業損失（△） △9,117 1,069,441

営業外収益

受取利息 2,345 3,875

受取配当金 17,199 16,360

受取賃貸料 25,726 25,571

その他 46,483 30,849

営業外収益合計 91,755 76,656

営業外費用

支払利息 16,249 11,664

賃貸収入原価 19,147 20,650

為替差損 83,527 90,362

その他 29,754 34,795

営業外費用合計 148,679 157,473

経常利益又は経常損失（△） △66,041 988,625

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,485 404

固定資産売却益 － 8,893

特別利益合計 3,485 9,298

特別損失

固定資産臨時償却費 ※
 140,716 －

投資有価証券評価損 2,173 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 22,837

環境対策引当金繰入額 － 40,430

その他 560 －

特別損失合計 143,449 63,267

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△206,006 934,656

法人税、住民税及び事業税 96,573 419,511

法人税等調整額 △96,382 △53,442

法人税等合計 190 366,068

少数株主損益調整前四半期純利益 － 568,587

四半期純利益又は四半期純損失（△） △206,196 568,587
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 5,785,474 6,580,755

売上原価 4,521,857 5,046,352

売上総利益 1,263,617 1,534,402

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 76,823 96,183

給料及び手当 355,282 366,987

賞与引当金繰入額 53,551 62,748

退職給付費用 34,946 30,871

減価償却費 23,256 24,203

開発研究費 89,184 87,748

その他 462,268 479,221

販売費及び一般管理費合計 1,095,312 1,147,965

営業利益 168,305 386,437

営業外収益

受取利息 806 1,798

受取配当金 668 554

受取賃貸料 12,875 12,678

受取保険金 10,000 －

その他 23,569 15,663

営業外収益合計 47,920 30,694

営業外費用

支払利息 7,465 5,092

賃貸収入原価 8,828 10,068

為替差損 92,285 47,205

その他 15,882 16,628

営業外費用合計 124,462 78,994

経常利益 91,762 338,137

特別利益

投資有価証券評価損戻入益 244 －

貸倒引当金戻入額 894 404

固定資産売却益 － △455

特別利益合計 1,139 △50

特別損失

固定資産臨時償却費 ※
 140,716 －

その他 560 －

特別損失合計 141,276 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△48,374 338,086

法人税、住民税及び事業税 64,622 230,014

法人税等調整額 △166,265 △113,777

法人税等合計 △101,643 116,236

少数株主損益調整前四半期純利益 － 221,849

四半期純利益 53,268 221,849
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△206,006 934,656

減価償却費 602,703 516,284

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 22,837

環境対策引当金の増減額（△は減少） － 40,430

固定資産臨時償却費 140,716 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,300 △3,677

賞与引当金の増減額（△は減少） 427 △1,470

退職給付引当金の増減額（△は減少） 105,938 81,250

受取利息及び受取配当金 △19,545 △22,446

支払利息 16,249 11,664

為替差損益（△は益） 136,878 196,183

投資有価証券売却損益（△は益） 45 △33

投資有価証券評価損益（△は益） 2,173 －

有形固定資産除却損 491 8,663

有形固定資産売却損益（△は益） － △8,893

売上債権の増減額（△は増加） 767,950 △163,455

たな卸資産の増減額（△は増加） 210,260 △445,661

前払費用の増減額（△は増加） △33,084 12,013

その他の流動資産の増減額（△は増加） △141,475 3,384

仕入債務の増減額（△は減少） 24,565 452,181

未払金の増減額（△は減少） △237,336 4,519

未払費用の増減額（△は減少） △41,484 32,938

その他の流動負債の増減額（△は減少） △36 △27,992

未払消費税等の増減額（△は減少） △18,593 △9,372

その他の固定負債の増減額（△は減少） 5,096 3,867

その他の負債の増減額（△は減少） △27,018 △19,882

その他 489 4,157

小計 1,284,104 1,622,147

利息及び配当金の受取額 19,738 14,539

利息の支払額 △16,250 △11,659

法人税等の支払額 △110,656 △353,744

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,176,936 1,271,283
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 － △300,887

有形固定資産の取得による支出 △350,993 △579,801

有形固定資産の売却による収入 225 18,019

無形固定資産の取得による支出 △24,480 △204

投資有価証券の取得による支出 △14,264 △179

投資有価証券の売却による収入 250 138

定期預金の増減額（△は増加） － 462,118

貸付けによる支出 △28,431 －

貸付金の回収による収入 5,415 17,524

その他の支出 △18,802 △16,555

その他の収入 15,209 3,232

投資活動によるキャッシュ・フロー △415,870 △396,596

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △561,729 74,266

長期借入れによる収入 292,289 －

長期借入金の返済による支出 － △484,375

自己株式の取得による支出 △11 △36

配当金の支払額 △98,301 △98,301

リース債務の返済による支出 △5,014 △5,692

財務活動によるキャッシュ・フロー △372,768 △514,139

現金及び現金同等物に係る換算差額 25,337 △35,966

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 413,635 324,581

現金及び現金同等物の期首残高 2,869,796 2,677,950

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,283,432

※
 3,002,532
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１. 連結の方針に関する事項 　　（１）連結の範囲の変更

　　第１四半期連結会計期間において、当社を存続会社とし、日興ゴム工業株

式会社及び株式会社フジクラエンタープライズを吸収合併しております。

　　（２）変更後の連結子会社の数

　　８社

２．会計処理基準に関する事項の変更  （１）資産除去債務に関する会計基準の適用　

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益には影響あ

りませんが、税金等調整前四半期純利益は22,837千円減少しております。

 （２）企業結合に関する会計基準等の適用

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会

計基準第21号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計

基準」の一部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事業分

離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成20年12月26日）、「持

分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年12月26日公表

分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」

（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）を適用しております。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１.  固定資産の減価償却費の算定方法　固定資産の定率法に基づく減価償却費については、当第２四半期連結会計期

間を含む連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定しておりま

す。

２.　法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定にあたり、加味する加

減算項目や税額控除項目を重要なものに限定しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

 

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（環境対策引当金）

当社は、第１四半期連結会計期間より「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」によっ

て処理することが義務付けられているＰＣＢ廃棄物の処理費用見積額の金額的重要性が増してきたため、環境対策引当

金を計上しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は40,430千円減少しております。　　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、22,628,681千円であ

ります。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、22,424,676千円であ

ります。　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　　固定資産臨時償却費は当社大宮工場の臨時償却に伴う

ものであります。その内容は次のとおりであります。　

　　　建物及び構築物    140,716千円
　

　　　　　　　　　　──────

　　　  　
　

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※　　固定資産臨時償却費は当社大宮工場の臨時償却に伴う

ものであります。その内容は次のとおりであります。　

　　　建物及び構築物    140,716千円
　

　　　　　　　　　　──────

　　　  　
　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※   現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

   借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

                           （平成21年９月30日現在）

※   現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

   借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

                           （平成22年９月30日現在）

現金及び預金勘定 3,283,432千円

現金及び現金同等物 3,283,432千円

　

現金及び預金勘定

預入期間が３か月を超える定期預金

3,638,843千円

△636,311千円

現金及び現金同等物 3,002,532千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平

成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式 23,446,209株　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式 3,786,055株　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。　

４．配当に関する事項

　（1）配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 98,301 5  平成22年３月31日 平成22年６月30日利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年11月11日

取締役会
普通株式 98,300 5  平成22年９月30日 平成22年12月10日利益剰余金

５．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）    　     　　　（単位：千円）

 産業用資材 スポーツ用品 物流 計 消去または全社 連結

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 4,370,5661,262,379152,5295,785,474 － 5,785,474

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － 28,384 28,384(28,384) －

計 4,370,5661,262,379180,9145,813,859(28,384)5,785,474

営業利益 152,331104,23418,230274,796(106,491)168,305

　

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）　               （単位：千円）

 産業用資材 スポーツ用品 物流 計 消去または全社 連結

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 8,107,9262,697,514295,57111,101,012 － 11,101,012

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－     － 54,234 54,234(54,234) －

計 8,107,9262,697,514349,80511,155,246(54,234)11,101,012

営業利益（△損失） △121,776294,88027,338200,442(209,560)△9,117

　（注）１　事業区分は、ゴム機能を生かした生産者向け製品の事業としての産業用資材事業、消費者向け製品の事業とし

てのスポーツ用品事業及び物流事業に区分しております。

２　各事業の主な製品

(1）産業用資材　　・・・・・　工業用精密ゴム部品・電気絶縁材料・電気接続材料・印刷用ブランケット・各

種加工品・各種ゴム引布

(2）スポーツ用品　・・・・・　シューズ、ウェアなどのアウトドア用品・ゴルフ用カーボンシャフト

(3）物流　　　　　・・・・・　物品の輸送及び保管

３　連結会社の消費税等の会計処理は、税抜方式によっているため、当該金額には消費税等は含まれておりませ

ん。
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）               　（単位：千円）

 日本 北米 アジア 計 消去または全社 連結

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 4,976,669564,749244,0555,785,474 － 5,785,474

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
84,267 － 173,069257,336(257,336) －

計 5,060,936564,749417,1256,042,811(257,336)5,785,474

営業利益（△損失） 290,891△44,289 29,189275,791(107,486)168,305

　

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）   　            （単位：千円）

 日本 北米 アジア 計 消去または全社 連結

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 9,338,8401,299,482462,68911,101,012 － 11,101,012

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
288,689 1,969 375,841666,501(666,501) －

計 9,627,5291,301,452838,53111,767,513(666,501)11,101,012

営業利益（△損失） 290,238△89,581 12,761213,418(222,536)△9,117

　（注）１　国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する国

(1）北米　　・・・・・　アメリカ

(2）アジア　・・・・・　中国、ベトナム

３　連結会社の消費税等の会計処理は、税抜方式によっているため、当該金額には消費税等は含まれておりませ

ん。

　

EDINET提出書類

藤倉ゴム工業株式会社(E01094)

四半期報告書

24/32



【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）　               （単位：千円）

 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高 658,317 531,006 127,749 1,317,073

Ⅱ　連結売上高 ― ― ― 5,785,474

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割

合（％）
11.4 9.2 2.2 22.8

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）　               （単位：千円）

 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高 1,243,6011,167,886 254,317 2,665,806

Ⅱ　連結売上高 ― ― ― 11,101,012

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割

合（％）
11.2 10.5 2.3 24.0

　（注）１　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

２　国または地域の区分の方法及び各区分に属する主な国または地域

(1）国または地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。

(2）各区分に属する主な国または地域

北米　　　　　・・・・・　アメリカ、カナダ

アジア　　　　・・・・・　中国、韓国

その他の地域　・・・・・　オランダ

３　連結会社の消費税等の会計処理は税抜方式によっているため、当該金額には消費税等は含まれておりません。

　

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自平成

22年７月１日　至平成22年９月30日）

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配

分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループの報告セグメントの区分方法は、製造方法・製造過程並びに使用目的及び販売方法の類似性を考慮し

て区分しており、「産業用資材」、「引布加工品」、「スポーツ用品」、「その他」の４つを報告セグメントとしてお

ります。

「産業用資材」は、工業用精密ゴム部品、空圧制御機器、電気絶縁材料及び電気接続材料等を製造販売しておりま

す。「引布加工品」は、印刷用ブランケット、各種加工品及び各種ゴム引布を製造販売しております。「スポーツ用

品」は、ゴルフ用カーボンシャフトの製造販売及びシューズ、ウェアなどのアウトドア用品の販売をしております。

「その他」は、物品の輸送及び保管サービスをしております。　
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計

　
　

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

産業用資材
引布
加工品

スポーツ
用品

その他  

売上高        

外部顧客への売上高 8,038,4302,366,1162,871,536310,88913,586,974― 13,586,974
セグメント間の内部売
上高又は振替高

― ― ― 65,26365,263△65,263 ―

計 8,038,4302,366,1162,871,536376,15313,652,237△65,26313,586,974

セグメント利益 849,114134,395278,27041,5941,303,374△233,9321,069,441

（注）１　セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去213千円及び各報告セグメントに配分していない

　　　全社費用△234,146千円が含まれています。全社費用は、主に当社の総務部門、人事部門、経理部門に　　　かか

る費用であります。

　　　２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。　　　

　

当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日）

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計

　
　

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

産業用資材
引布
加工品

スポーツ
用品

その他  

売上高        

外部顧客への売上高 4,031,2961,121,7391,270,689157,0306,580,755― 6,580,755
セグメント間の内部売
上高又は振替高

― ― ― 31,51831,518△31,518 ―

計 4,031,2961,121,7391,270,689188,5496,612,273△31,5186,580,755

セグメント利益 397,48513,08276,14919,538506,255△119,818386,437

（注）１　セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去106千円及び各報告セグメントに配分していない

　　　全社費用△119,924千円が含まれています。全社費用は、主に当社の総務部門、人事部門、経理部門に　　　かか

る費用であります。

　　　２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。　　　

　　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月21日）

を適用しております。　　
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（金融商品関係）

金融商品については、当該金融商品に関する四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められないため注記を省略しております。　　　

　

（有価証券関係）

　有価証券については、当該有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べ

て著しい変動が認められないため注記を省略しております。 

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の当第２四半期連結会計期間末の契約額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあ

りません。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

　

（資産除去債務関係）

資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に第１四半期連結会計期間の期首と比べて著しい変

動が認められないため注記を省略しております。

　

（賃貸等不動産関係）

賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認め

ら　 れないため注記を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 829.17円 １株当たり純資産額 804.24円

２．１株当たり四半期純利益金額または１株当たり四半期純損失金額（△）等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △10.48円 １株当たり四半期純利益金額 28.92円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額（△）

については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額または１株当たり四半期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益または四半期純損失（△）（千円） △206,196 568,587

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益または四半期純損失

（△）（千円）
△206,196 568,587

期中平均株式数（株） 19,660,301 19,660,210

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2.70円 １株当たり四半期純利益金額 11.28円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（千円） 53,268 221,849

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 53,268 221,849

期中平均株式数（株） 19,660,286 19,660,189

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

　所有権移転外ファイナンス・リースについて通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当

四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、注記を

省略しております。
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２【その他】

　平成22年11月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　(イ）中間配当による配当金の総額……………………98,300千円

　(ロ）１株当たりの金額…………………………………５円00銭

　(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成22年12月10日

（注）　平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月12日

藤倉ゴム工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 長  坂　　　隆　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 栗　原　　　学　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている藤倉ゴム工業株

式会社の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２１年７月

１日から平成２１年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２１年４月１日から平成２１年９月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、藤倉ゴム工業株式会社及び連結子会社の平成２１年９月３０日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月11日

藤倉ゴム工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 長  坂　　　隆　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 栗　原　　　学　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている藤倉ゴム工業株

式会社の平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２２年７月

１日から平成２２年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２２年４月１日から平成２２年９月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、藤倉ゴム工業株式会社及び連結子会社の平成２２年９月３０日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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